
346 355 374

トータルコスト①＋②　（千円） 34,318 35,355 37,840

単位当たりコスト　（円） 476,639 484,315 497,895

目標達成率　（％） 100 100 100

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和3年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
休日診療事業は、市民に365日の医科・歯科の診療体制を確保する事業であり、医 市民の365日の安心の確保のために極めて重要な事業で
科は7医療機関及びわくわく健康プラザ内診察室で、歯科は原則的にわくわく健康 あり、継続して実施していく必要がある。
プラザ内診察室にて、医師会及び歯科医師会に委託して、効率的に実施している。
準夜間診療事業は、救急病床を有す２病院にて実施している。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
市職員が休日・夜間に立ち会わずに効率的に実施できており、業務フローの改善及
び制度改正の余地はない。

　令和2年度事務事業評価表(平成31年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100101 休日診療事業（医科・歯科・準夜間）
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） ■ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・医療法　・東京都保健医療計画　・東久留米市わくわく健康プラザ条例

・東久留米市わくわく健康プラザ条例施行規則

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） ■ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

全市民
対象

事業内容 休日の診療について、医科及び歯科を委託して実施。医科はわくわく健康プラザと７医療機関で輪番で初期治療

・ を実施。準夜間については、滝山病院・前田病院が輪番で初期治療を実施。

活動手段

目的 休日における救急患者の初期対応を図る。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 開設日数 単位 日

平成29年度 平成30年度 平成31年度
実績値

72 73 76

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 適切な初期対応がなされた率 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標値 100 100 100

実績値 100 100 100

事業費・人件費等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費（実績額）①　（千円） 33,972 35,000 37,466

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 9,062 9,062 9,062

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 24,910 25,938 28,404
一般財源

一般財源 0 0 0

人件費（理論値）②　（千円）



般財源
一般財源 2,235 2,270 2,248

人件費（理論値）②　（千円） 87 89 448

トータルコスト①＋②　（千円） 5,174 5,243 5,614

単位当たりコスト　（円） 13,370 13,513 14,735

目標達成率　（％） 100 100 100

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和3年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
四市の医師会の協力を得て、多摩北部医療センターと佐々総合病院において、平日 小児を養育する市民の安心の確保のために極めて重要な
準夜間における小児（15歳以下）の緊急医療ニーズへの初期対応を図る事業であり 事業であり、継続して実施していく必要がある。
、市民の安心に寄与している広域事業である。
北多摩北部保健医療圏　小児初期救急医療体制推進協議会を年に２回開き、事業実
績や課題の抽出を行って、本事業の運営の改善を図っている。また医師会では、非
小児科医向けの研修を企画するなど、協力医師を増やす努力をしていただいている
。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
東京都から補助金を受け、各市の受診者数
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31年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100102 平日準夜間小児初期救急医療事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　保健サービス係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） ■ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・医療法 ・東京都保健医療計画　・平日準夜間小児救急医療事業実施要綱

（協定）平日夜間小児初期救急医療事業に係る４市間協定

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 ■ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

原則15歳以下の初期救急患者
対象

事業内容 多摩北部医療センター（月～金）及び佐々総合病院（月・水・金）で5市医師会から派遣される小児科医師が輪

・ 番で診療を行う。午後7時30分から午後10時30分まで実施。　

活動手段

目的 小児初期救急患者が平日準夜間に医療受診ができる

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 ２医療機関開設延べ日数 単位 日

平成29年度 平成30年度 平成31年度
実績値

387 388 381

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 受診来所者のうち受診した率 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標値 100 100 100

実績値 100 100 100

事業費・人件費等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費（実績額）①　（千円） 5,087 5,154 5,166

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 1,426 1,442 1,459

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 1,426 1,442 1,459
一



　（％） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和3年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
地域の医師会、歯科医師会、薬剤師会の代表7名と多摩小平保健所長を交えた協議 地域の医療関係者の協力を得て保健衛生事業を実施して
会を年に２回開催し、健康課の前年度の保健衛生事業報告と、翌年度の同事業計画 いくために、引き続きこの協議会を開催していく必要が
を説明し、専門的視点からの意見を聴取するための会議体である。 ある。

現状で女性の委員がいないことが課題である。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
委員数は行政側委員２名を交えた１０名と、会議体としては最小限の体制としてお
り、説明資料はコンパクトにまとめ事前準備の手間を省いている。また、平成３１
年度は母子保健計画（第二次）の策定にあたりこの協議会から意見を聴取すること
とし、別の会議体を設けずに計画策定するなど、効率的な保険衛生事業の運営に寄
与している。

　令和2年度事務事業評価表(平成31年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100103 地域医療協議会運営事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　特定健診係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 東久留米市地域医療協議会要綱

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市民（関係機関10名の協議会委員）
対象

事業内容 地域における課題を解決するために、7月、2月の年2回の会議を開催し、前年度の事業報告及び翌年度の事業計

・ 画を報告する。

活動手段

目的 市の医療行政に関する協議機関として、医療行政の推進を図り､もって健康で文化的な市民の生活を確保するこ

・ とを目的とする。

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 協議会からの意見等、報告した数 単位 回

平成29年度 平成30年度 平成31年度
実績値

2 2 2

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費（実績額）①　（千円） 142 142 142

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 142 142 142

人件費（理論値）②　（千円） 156 160 168

トータルコスト①＋②　（千円） 298 302 310

単位当たりコスト　（円） 149,000 151,000 155,000

目標達成率



－

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和3年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
市民に高度な医療を提供するため、昭和病院企業団の構成市として分賦金を支払う 市民が良質の高度医療を受けられる病院を安定的に確保
ものである。入院病床が少ない本市では、構成７市の中で利用患者割合が２番目の するために、継続して実施していく必要がある。
高さとなっている。
構成市のメリットは、連携登録医を通じて本市の患者が紹介状により優先的に高度
医療やがん検診・人間ドックを受けることが出来ることにある。
医療に関する市民の安心確保に役立っている事業である。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
各年度の分賦金は、昭和病院企業団の議会において、受診者数及び人口按分率によ
って決められているため、業務フローの改善及び制度改正の余地はない。

　令和2年度事務事業評価表(平成31年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100104 昭和病院企業団事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・昭和病院企業団規約 ・地方公営企業法　・医療法

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

■ その他 (一部事務組合・分賦金 )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市内在住市民
対象

事業内容 昭和病院企業団に対する組織市の分賦金に関する覚書に基づき年４期に分けて分賦金を支払う。

・

活動手段

目的 良質な医療を継続して提供する。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 東久留米市民受診者数（外来・入院） 単位 人

平成29年度 平成30年度 平成31年度
実績値

66,120 65,735 64,363

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費（実績額）①　（千円） 269,235 272,401 272,497

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 269,235 272,401 272,497

人件費（理論値）②　（千円） 156 160 169

トータルコスト①＋②　（千円） 269,391 272,561 272,666

単位当たりコスト　（円） 4,074 4,146 4,236

目標達成率　（％） － －



進事業の普及、事務的な本庁への書類の提出 健康課として各種業務を行うために必要な移動手段とし
などのための移動手段として、軽自動車３台と普通乗用車２台（うち１台はワンボ て５台の車の保有は続ける必要があるため、継続して実
ックス車）を使用しており、それらの適正な管理を行うための事業である。 施していく。

効率性 １ 達成度 ３

説明
平成31年度は、東京都の市町村総合交付金を活用して、非常時の電源確保策ともな
るPHV車とその充電設備を導入したため、事業費が大きくなっている。同じ庁舎内
にある子ども家庭支援センターの訪問にも貸し出しを行うなどし、効率的な運用を
図っている。

　令和2年度事務事業評価表(平成31年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100105 健康課車両管理事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 東久留米市車両管理規程

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

□ 小平市 □ 東村山市 □ 清瀬市 □ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

健康課所有車両
対象

事業内容 健康課所管事務事業運営に活用。車両維持管理のための諸手続を行う。

・

活動手段

目的 事業活動に活用することで効率の良い事業運営を図る。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 所有車両数 単位 台

平成29年度 平成30年度 平成31年度
実績値

5 5 5

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成29年度 平成30年度 平成31年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費（実績額）①　（千円） 537 540 4,878

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 537 540 4,878

人件費（理論値）②　（千円） 86 132 141

トータルコスト①＋②　（千円） 623 672 5,019

単位当たりコスト　（円） 124,600 134,400 1,003,800

目標達成率　（％） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和3年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
母子保健事業の各種訪問事業や健康増


